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白岩小学校虹の大運動会
昭和６１年に７色で始まった「虹の大運動会」は、現在、

赤・白・青・黄の４色で行われています。

● 審議した議案と結果…………２～５

● 一般質問、請願等…………６～１０

● 議会報告会日程、議会日誌……１１

● 市民の声、

　 おらがまち紹介ほか……………１２

主な内容
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◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任

 

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
木
村
　
二
男 

氏 (

寒
河
江)

◇
市
表
彰

 

社
会
福
祉
、保
健
衛
生
に
尽
力

　
高
橋
　
禮
介 

氏
（
白
岩
）

◇
実
質
公
債
費
比
率
（
注
１
）

１５
・
１
％
（
２５
％
）

将
来
負
担
比
率
（
注
２
）

１
０
３･

０
％
（
３
５
０
％
）

※
（
　
）
内
は
早
期
健
全
化
基
準

（
注
１
）
一
般
会
計
が
負
担
す
る
公
債
費

等
の
標
準
財
政
規
模
（
市
税
や
普
通
交
付

税
な
ど
の
合
計
額
）
に
対
す
る
比
率

（
注
２
）
一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率

議
員
　
指
定
管
理
者
に
な
る
と

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
金

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
く
る

の
か
。

答
弁
　
現
在
の
使
用
料
を
上
限

と
し
て
指
定
管
理
者
に
決
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
員
　
現
状
の
使
用
料
よ
り
安

く
な
る
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

答
弁
　
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ

ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
今
回
の
駐
車
場
を
有
料

化
す
る
目
的
は
何
な
の
か
。

答
弁
　
市
の
調
査
や
市
民
の
ア

ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
、
一
部
の

利
用
者
が
目
的
に
沿
わ
な
い
長

時
間
駐
車
を
行
っ
て
い
る
の
で

は
と
の
指
摘
も
あ
り
、
今
回
利

用
者
が
公
平
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
有
料
化
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。

議
員
　
本
町
と
駅
前
駐
車
場
だ

け
を
有
料
化
に
し
、
例
え
ば
チ

ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
と
か
他
の
駐
車

場
を
無
料
の
ま
ま
と
い
う
の
は

不
公
平
感
を
感
じ
る
が
、
整
合

性
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

答
弁
　
本
町
と
駅
前
駐
車
場
は

中
心
市
街
地
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
商
店
街
な
ど
の
利
用
者
の

　９月定例会は、９月３日から２０日までの１８日間の会期で開
かれ、平成２４年度各会計決算の認定１１件、承認案件１件、人
事案件１件、補正予算５件、条例改正２件、その他４件の合計
２４案件を審議した結果、いずれも原案のとおり同意、認定、承認、
可決しました。また、請願１件が採択され、それに伴う意見書
の議会案を可決し、意見書は直ちに国の関係機関に送付しました。

９月定例会９月定例会

同

意

報

告

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

た
め
に
無
料
で
提
供
し
て
い
る

も
の
で
す
が
、
目
的
外
の
長
時

間
駐
車
が
多
く
苦
情
も
で
て
お

り
、
本
来
の
目
的
の
た
め
、
や

む
を
得
ず
有
料
化
に
取
り
組
む

も
の
で
す
。

議
員
　
指
定
管
理
者
は
ど
の
よ

う
に
募
集
し
た
の
か
お
聞
き
し

た
い
。

答
弁
　
県
内
に
事
業
所
が
あ
る

団
体
と
い
う
こ
と
で
募
集
し
ま

し
た
。

議
員
　
農
地
及
び
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
分
担
金
に
つ
い
て
、

農
地
と
農
業
施
設
分
担
金
は
ど

う
違
う
の
か
。

答
弁
　
補
助
事
業
と
単
独
事
業

で
率
が
違
い
ま
す
。
補
助
事
業

は
２0
％
で
、
単
独
事
業
に
つ
い

て
は
3５
％
で
す
。

議
員
　
平
成
２4
年
度
に
８
５
０

０
万
円
ほ
ど
基
金
積
み
立
て
を

し
て
い
る
が
保
有
額
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
の
か
。

答
弁
　
基
金
は
積
み
立
て
し
て

す
ぐ
の
段
階
で
２
億
３
０
０
万

円
く
ら
い
で
す
。
基
金
と
し
て

の
目
安
額
は
、
条
例
上
単
年
度

で
は
３
ヵ
年
の
療
養
給
付
費
等

の
平
均
年
額
の
１
０
０
分
の
３

で
、
総
額
で
は
３
億
５
千
万
円

弱
と
な
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度

の
余
裕
を
見
な
が
ら
基
金
を
取

り
崩
し
保
険
金
の
値
上
げ
を
し

な
い
よ
う
に
対
応
し
て
お
り
ま

す
。

議
案
に
対
す
る

 

主
な
質
疑

市
街
地
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

寒
河
江
市
駐
車
場
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
平
成
25
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
））

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）に
つ
い
て

屋
内
多
目
的
運
動
場
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
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議
員
　
７
月
の
豪
雨
被
害
で
激

甚
災
害
指
定
に
な
っ
た
が
、
次

の
２
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
市
の
負
担
割
合
に
変
化
は
あ

る
の
か
。
②
補
助
に
つ
い
て
の

査
定
は
い
つ
行
う
の
か
。
ま
た
、

採
択
の
決
定
は
い
つ
に
な
る
の

か
。

答
弁
　
①
市
の
負
担
は
、
国
・

県
の
補
助
が
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

に
よ
り
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
②
９
月
の
第
一
週
か

ら
査
定
に
入
っ
て
お
り
、
３
次

ま
で
順
次
査
定
は
行
わ
れ
、
そ

の
都
度
決
定
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

議
員
　
防
災
無
線
関
係
を
整
備

す
る
に
あ
た
り
、
ス
ピ
ー
カ
ー

の
設
置
数
は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

答
弁
　
６3
基
程
で
市
内
の
居
住

地
区
を
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
は

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
　
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
場

所
に
よ
り
聞
こ
え
に
く
い
場
所

も
出
て
く
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
伝

達
と
町
会
長
に
子
機
を
お
渡
し

し
、
居
住
地
区
に
連
絡
が
行
き

渡
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
市
営
住
宅
の
収
入
未
済

額
が
２
３
９
万
円
と
あ
る
が
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
倍
額
に

な
っ
て
い
る
。
税
の
公
平
性
か

ら
い
く
と
是
正
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
対
応
と
し
て
滞
納
者
本

人
ば
か
り
で
な
く
、
保
証
人
も

同
席
し
て
い
た
だ
き
、
面
談
を

行
い
納
入
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

議
員
　
市
税
の
収
入
未
済
額
が

不
納
決
算
額
と
合
わ
せ
る
と
３

億
６
千
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
催
促
等
に

よ
り
収
納
率
が
０
・
３
％
上
昇

し
た
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
、

改
善
の
兆
し
は
あ
る
も
の
の
当

局
に
は
こ
れ
で
良
し
と
し
な
い

で
、
さ
ら
な
る
努
力
を
強
く
要

望
し
た
い
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑
等

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
員
　
寄
付
金
の
ふ
る
さ
と
納

税
額
が
６
０
０
万
円
程
あ
る
が
、

何
件
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
　
２4
年
度
は
２3
件
あ
り
ま

し
た
。

議
員
　
金
額
は
少
な
い
の
だ
が
、

市
民
以
外
に
寒
河
江
市
の
強
力

な
応
援
団
を
作
る
意
味
で
も
貴

重
な
財
源
。
全
国
的
に
見
る
と
、

鳥
取
県
の
米
子
市
で
は
７
２
２

６
件
で
約
８
９
０
０
万
円
あ
る

そ
う
な
の
で
、
今
後
も
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
ど

の
よ
う
な
お
礼
を
し
て
い
る
の

か
。

答
弁
　
高
額
な
寄
付
者
に
は
季

節
の
も
の
と
し
て
、
「
ま
ご
こ

ろ
ふ
る
さ
と
便
」
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

議
員
　
市
の
保
育
所
の
欠
損
額

が
５3
万
円
で
、
収
入
未
済
額
は

40
万
８
千
円
。
収
納
率
９７
・
３

％
だ
が
、
本
来
、
保
育
料
は
１

０
０
％
で
あ
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
い
う
状
況
か
。

答
弁
　
欠
損
額
に
つ
い
て
は
行

方
不
明
等
に
よ
る
２
件
で
、
未

済
額
に
つ
い
て
は
昨
今
の
経
済

状
況
で
８
名
の
方
が
未
済
で
あ

り
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

議
員
　
収
入
未
済
額
を
今
後
減

ら
す
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
く
つ
も
り
か
。

答
弁
　
対
策
と
し
て
は
、
こ
ど

も
手
当
の
天
引
き
制
度
を
最
大

限
活
か
し
て
、
収
入
未
済
額
を

減
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

議
員
　
新
寒
河
江
温
泉
使
用
料

の
６
５
０
万
円
の
内
訳
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

が
約
２
１
０
万
円
、
グ
リ
ー
ン

ク
ア
パ
ー
ク
が
約
４
２
０
万
円
、

寒
河
江
自
動
車
学
校
が
約
２0
万

円
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
寒
河
江
市
民
浴
場
か
ら

の
歳
入
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁
　
指
定
管
理
者
側
に
利
益

が
あ
っ
た
場
合
、
６
割
が
市
に

入
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
２4
年

度
は
３
２
５
万
円
に
な
り
ま
す
。

議
員
　
農
業
者
支
援
事
業
に
２

９
０
万
円
支
払
わ
れ
て
い
る
が

何
名
お
ら
れ
る
の
か
、
規
模
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
２
名
に
お
支
払
い
し
て

い
ま
す
。
規
模
に
つ
い
て
は
、

１
名
が
施
設
園
芸
ハ
ウ
ス
、
１

名
が
さ
く
ら
ん
ぼ
の
管
理
機
導

入
で
す
。

議
員
　
住
宅
建
築
推
進
事
業
の

補
助
対
象
者
の
件
数
と
、
そ
れ

に
よ
る
経
済
効
果
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答
弁
　
対
象
者
は
３
２
５
件
あ

り
ま
し
た
。
経
済
効
果
は
９
億

８
６
０
０
万
円
程
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員
　
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
づ
く
り
交
付
金
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
。

答
弁
　
㈱
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
機
械

購
入
の
た
め
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

議
員
　
交
付
金
を
交
付
す
る
に

あ
た
り
、
木
材
は
国
産
で
も
国

外
で
も
良
い
の
か
。

答
弁
　
使
用
す
る
木
材
は
国
産

材
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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平成２４年度各会計の決算額
（ 単位 ：円 ）

区分
会計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一般会計 16,163,711,438 15,573,506,292 590,205,146

特
別
会
計

公共下水道事業 1,547,852,653 1,540,077,653 7,775,000

浄化槽整備事業 181,721,123 181,721,123 0

簡易水道事業 5,815,325 5,815,325 0

国民健康保険 4,477,706,943 4,331,291,607 146,415,336

後期高齢者医療 419,994,347 413,275,117 6,719,230

介護保険 3,278,182,264 3,240,422,174 37,760,090

介護認定審査会共同設置 25,416,905 22,220,146 3,196,759

財産区 （高松、 醍醐、 三泉 ） 760,034 452,523 307,511

企
業
会
計

市立病院事業 収益的収入
1,741,044,457

収益的支出
1,768,517,543 －

水道事業 収益的収入
1,150,606,786

収益的支出
912,428,780 －

賛否表（９月定例会）（賛成による全会一致で同意、認定、承認、採択又は可決以外の表決を掲載しています）

○は賛成　●は反対　▲は棄権　－は欠席

議員氏名等　

　議案名

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
阿
部
　
　
清

遠
藤
智
与
子

後
藤
健
一
郎

太
田
　
芳
彦

國
井
　
輝
明

沖
津
　
一
博

工
藤
　
吉
雄

杉
沼
　
孝
司

辻
　
登
代
子

荒
木
　
春
吉

新
宮
　
征
一

佐
藤
　
良
一

内
藤
　
　
明

髙
橋
　
勝
文

川
越
　
孝
男

那
須
　
　
稔

木
村
寿
太
郎

認 第 １ 号　平成２４年度寒河江市一般会計歳入歳出決算
　　　　　　　の認定について

○●○○○○○○○○○－○○●○○

認 第 ５ 号　平成２４年度寒河江市国民健康保険特別会計
　　　　　　　歳入歳出決算の認定について

○●○○○○○○○○○－○○○○○

認 第 ６ 号　平成２４年度寒河江市後期高齢者医療特別会
　　　　　　　計歳入歳出決算の認定について

○●○○○○○○○○○－○○○○○

認 第 ７ 号　平成２４年度寒河江市介護保険特別会計歳入
　　　　　　　歳出決算の認定について

○●○○○○○○○○○－○○○○○

議 第 ６ ８ 号　寒河江市屋内多目的運動場に係る指定管理
　　　　　　　者の指定について

○●○○○○○○○○○－○○○○○

請願第３号　新聞への軽減税率適用を求める意見書の提
　　　　　　　出に関する請願

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議会案第６号　新聞への軽減税率適用を求める意見書の提
　　　　　　　出について

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
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９月定例会の提出議案と採決結果
議案番号 議　　　案　　　名　　　等 採決結果

議第５９号 寒河江市固定資産評価審査委員会委員の選任について
　任期満了に伴い、木村二男氏を再任するもの

全会一致で同意

議第６０号 表彰について
　表彰条例に基づき、高橋禮介氏を表彰するもの

全会一致で同意

承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度寒河江市一般会計補正予算
（第２号））
　集中豪雨による災害復旧に係る応急処理業務委託経費の追加のため、専決処
　分を行ったもの

全会一致で承認

認第１号 平成２４年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 多数で認定

認第２号 平成２４年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致で認定

認第３号 平成２４年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致で認定

認第４号 平成２４年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致で認定

認第５号 平成２４年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 多数で認定

認第６号 平成２４年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 多数で認定

認第７号 平成２４年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 多数で認定

認第８号 平成２４年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

全会一致で認定

認第９号 平成２４年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定
について

全会一致で認定

認第１０号 平成２４年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 全会一致で認定

認第１１号 平成２４年度寒河江市水道事業会計決算の認定について 全会一致で認定

議第６１号 平成２５年度寒河江市一般会計補正予算（第３号）
　給与等経費の調整を行うとともに、防災行政無線整備事業費等を追加するも
　の

全会一致で可決

議第６２号 平成２５年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　消費税及び地方消費税の調整及び給与等経費の調整を行うもの

全会一致で可決

議第６３号 平成２５年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）
　職員給与費を減額するもの

全会一致で可決

議第６４号 平成２５年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　給与等経費の調整を行うとともに、前年度決算等に伴う基金積立金及び療養
　給付費等負担金などの精算に伴う償還金を追加するもの

全会一致で可決

議第６５号 平成２５年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号）
　給与等経費の調整を行うとともに、前年度決算等に伴う基金積立金及び介護
　給付費等負担金などの精算に伴う償還金を追加するもの

全会一致で可決

議第６６号 寒河江市中心市街地活性化センターの設置及び管理に関する条例の一部改正に
ついて
　指定管理者制度の導入に向けて、所要の改正をするもの

全会一致で可決

議第６７号 寒河江市駐車場設置及び管理に関する条例の一部改正について
　本町駐車場及び駅前駐車場の有料化に伴い、所要の改正をするもの

全会一致で可決

議第６８号 寒河江市屋内多目的運動場に係る指定管理者の指定について
　屋内多目的運動場に係る指定管理者の指定を行うもの

多数で可決

議第６９号 市道路線の認定について
　円滑な道路交通の確保と住民生活の向上に資するため、４路線を認定するもの

全会一致で可決

議第７０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について
　幸生辺地に係る公共的施設の総合整備計画を変更するもの

全会一致で可決

請願第３号 新聞への軽減税率適用を求める意見書の提出に関する請願 多数で採択

議会案第６号 新聞への軽減税率適用を求める意見書の提出について 多数で可決

議会案第７号 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について 全会一致で可決

※請願の採択などにより、意見書提出に係る議会案２件が可決され、意見書は、市議会から直ちに関係機関に送付しました。
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辻
　
登
代
子

　
　
　
議
員

　

今
回
の
集
中
豪
雨
は
、
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
う
え
で
、
今
回
の
被
害
状
況
を

踏
ま
え
た
総
合
的
な
対
策
を
打
ち
立
て

る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
視
点
か
ら
、

次
の
こ
と
を
伺
い
ま
す
。

①
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
被
害
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て

市
長
　
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
、
道
路
、

農
地
等
の
法
面
崩
落
や
土
砂
崩
落
、
用

水
堰
取
水
口
の
流
出
、
樹
園
地
の
地
滑

り
、
農
地
へ
の
冠
水
等
で
８
月
２3
日
現

在
で
１
５
１
件
、
総
額
６
億
８
千
万
円

を
超
え
る
被

害
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

②
村
山
広
域

水
道
の
供
給

停
止
の
原
因

究
明
と
安
定

供
給
の
対
策

に
つ
い
て

ア　

水
源
と
浄
水
場
で
起
こ
っ
て
い
る

情
報
の
共
有
と
市
民
へ
の
速
や
か
な

周
知
に
つ
い
て

市
長
　
村
山
広
域
水
道
か
ら
の
情
報
は

供
給
停
止
の
通
告
の
み
で
供
給
再
開
等

の
予
想
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

市
で
は
直
ち
に
断
水
の
恐
れ
が
あ
る
旨

を
広
報
車
、
電
話
等
で
周
知
に
努
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

③
市
内
で
広
範
囲
に
発
生
し
た
水
道
の

断
水
の
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て

ア　

寒
河
江
市
の
断
水
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て

イ　

断
水
回
避
の
た
め
、
自
己
水
源
の

思
い
切
っ
た
活
用
と
各
配
水
系
相
互

の
連
結
管
の
整
備
に
つ
い
て

ウ　

新
た
な
深
井
戸
を
保
持
す
る
こ
と

に
つ
い
て

市
長
　
ア
　
断
水
の
原
因
は
村
山
広
域

水
道
の
供
給
停
止
で
す
が
、
豪
雨
に
よ

り
寒
河
江
川
が
激
し
く
濁
り
、
浄
水
場

の
浄
水
能
力
を
超
え
た
た
め
と
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
。

イ
　
今
後
、
断
水
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
に
向
け
、
自
己
水
源
と
融
通
で
き

る
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ウ
　
最
適
な
方
策
に
つ
い
て
、
調
査
研

究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
グ
リ
バ
ー
さ
が
え
の
開
設
や
、
今

年
12
月
完
成
す
る
屋
内
多
目
的
運
動
場

等
、
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
４
月
に
行
わ
れ
て
い
る
山
形
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
は
今
年
で
58
回
目

を
迎
え
た
。
応
援
し
夢
と
感
動
を
も

ら
っ
た
。
寒
河
江
・
西
村
山
チ
ー
ム
の

総
合
優
勝
を
期
待
し
て
い
る
。

①
チ
ー
ム
の
強
化
に
向
け
て
の
選
手
の

選
出
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
長
　
選
手
選
考
に
つ
い
て
は

直
前
の
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
最
終

選
考
会
に
位
置
付
け
、
こ
の
結
果
と
あ

わ
せ
て
、
実
績
や
能
力
、
関
係
団
体
の

意
見
等
を
勘
案
し
、
最
終
的
に
ス
タ
ッ

フ
会
議
で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

②
練
習
や
出
場
可
能
な
環
境
づ
く
り
の

た
め
一
般
企
業
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
長
　
会
社
や
同
僚
の
支
援
に

よ
る
練
習
環
境
や
選
手
へ
の
応
援
、
さ

ら
に
、
企
業
か
ら
の
協
賛
支
援
や
チ
ー

ム
ウ
ェ
ア
の
寄
贈
等
、
物
心
両
面
で
支

援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

③
本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の

た
め
の
普
及
は
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

教
育
委
員
長
　
県
縦
断
駅
伝
西
村
山
地

区
実
行
委
員
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
専
門

部
で
育
成
し
て
お
り
、
本
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
も
陸
上
競
技
主
体
の
ク
ラ
ブ

で
、
指
導
・
育
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

④
寒
河
江
・
西
村
山
地
区
全
体
の
応
援

の
強
化
体
制
に
つ
い
て
、
今
後
の
周
知

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
長
　
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道

に
加
え
て
、
市
報
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
学

校
や
保
育
所
へ
の
応
援
要
請
等
に
よ
り
、

多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
、
さ
ら
に
周
知
に
つ
い
て

工
夫
し
て
、
選
手
が
さ
ら
に
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

７
月
18
日
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨

の
被
害
と
対
策
に
つ
い
て

遠
藤
智
与
子

　
　
　
議
員

冠水のあった農地

力走する寒河江・西村山チーム
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①
厚
生
労
働
省
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
２
０
４
０
年
ま
で
の
人
口
減
少
推

移
を
み
て
ど
ん
な
感
想
を
お
持
ち
か
。

市
長
　
県
や
本
市
に
は
厳
し
い
推
測
値

で
あ
り
、
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
必
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

②
若
者
の
働
く
場
所
を
確
保
す
る
の
に

企
業
誘
致
は
有
効
だ
と
思
う
が
。

市
長
　
今
後
も
企
業
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

③
本
市
の
工
業
団
地
に
１
市
４
町
が
結

束
し
て
企
業
誘
致
す
れ
ば
若
者
が
雇
用

を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
西
村
山
４
町
に
は
独
自
に
企
業

誘
致
を
進
め
る
町
も
あ
り
、
手
を
組
ん

で
の
誘
致
に
は
時
間
を
要
す
る
と
思
い

ま
す
。

④
山
形
県
出
身
の
社
長
さ
ん
に
企
業
誘

致
を
お
願
い
し
て
は
如
何
か
。

市
長
　
以
前
、
市
独
自
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
依
頼
し
た
経
緯
が
あ
り
、
今
後

と
も
誘
致
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

⑤
子
育
て
支
援
で
住
宅
を
建
て
る
際
、

補
助
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
効
果
は
。

市
長
　
短
期
間
で
予
算
額
に
達
し
、
住

宅
取
得
の
促
進
が
図
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。

①
花
咲
か
フ
ェ
ア
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
の
開
催
に
な
っ
た
が
、
成
果
の
程

は
い
か
が
で
あ
っ
た
か
。

市
長
　
子
供
連
れ
の
家
族
客
が
６
割
を

占
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
楽
し
め
た
と

い
う
回
答
が
8１
％
と
、
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
、
来
場
者
数
や
滞
在
時
間
も
大

幅
に
増
加
い
た
し
ま
し
た
。

②
花
あ
か
り
月
う
た
げ
の
事
業
で
花
火

５
０
０
発
打
ち
上
げ
ら
れ
た
が
市
民
の

反
応
は
い
か
が
だ
っ
た
か
。

市
長
　
花
あ
か
り
月
う
た
げ
で
は
、
花

火
の
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

期
間
中
で
最
多
の
人
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

寒
河
江
・
西
村
山
郡
が
、
旅
行
者
の

広
域
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
一
丸
と

な
っ
て
誘
客
を
図
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、

つ
や
姫
や
西
村
山
郡
の
農
産
物
・
特
産

物
の
販
路
拡
大
の
た
め
、
海
外
も
視
野

に
入
れ
た
自
治
体
か
ら
独
立
し
た
広
域

連
携
組
織
、
広
域
観
光
公
社
を
設
立
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
広
域

観
光
公
社
の

設
立
に
つ
い

て
は
、
各
市

町
の
観
光
団

体
等
の
意
向
、

費
用
対
効
果
、

新
た
な
魅
力

あ
る
商
品
の

開
発
な
ど
の
課
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
設
立
２
年
目
の
１
市
４
町
で

組
織
す
る
「
山
形
ど
ま
ん
な
か
探
訪
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
の
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
、
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
全
国
に
先
駆
け
て
条
例

を
施
行
し
た
京
都
市
を
は
じ
め
、
10
の

酒
ど
こ
ろ
で
、
日
本
酒
で
乾
杯
を
す
る

条
例
が
相
次
い
で
制
定
さ
れ
た
。

　

鑑
評
会
で
全
国
有
数
の
金
賞
受
賞
数

を
誇
る
山
形
県
の
中
で
も
寒
河
江
市
が

酒
ど
こ
ろ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
な
お
か

つ
原
料
と
な
る
米
の
発
注
が
増
加
し
て

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に

は
米
と
水
が
豊
富
で
美
味
し
い
と
こ
ろ

と
い
う
寒
河
江
市
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と

相
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
県
内
で

い
ち
早
く
、
日
本
酒
で
乾
杯
す
る
条
例

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
地
元
産
品
の
愛
用
は
地
場
産
業

の
育
成
振
興
の
た
め
重
要
で
あ
り
ま
す
。

市
内
で
も
地
元
の
日
本
酒
で
乾
杯
と
い

う
の
を
最
近
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
着
実
に
定
着
し
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
条
例
化
す
る
に
は
今
後
、
市

民
の
声
や
気
運
の
盛
り
上
が
り
な
ど
を

十
分
踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
他
の
自
治
体
の
例
を
み
ま
す
と

多
く
が
議
員
発
議
で
あ
り
、
ぜ
ひ
参
考

に
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
早
道
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
域
観
光
に
つ
い
て

日
本
酒
で
乾
杯

沖
津
　
一
博

　
　
　
議
員

人
口
減
少
に
伴
う
寒
河
江
市
の
将
来

に
つ
い
て

「
ゆ
め
タ
ネ
＠
さ
が
え
」
に
つ
い
て

太
田
　
芳
彦

　
　
　
議
員

山形どまんなか探訪プロジェクト会議

盛況だったゆめタネ＠さがえ
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７
月
18
日
か
ら
の
記
録
的
な
集
中
豪

雨
に
よ
っ
て
、
寒
河
江
ダ
ム
を
水
源
と

す
る
村
山
広
域
水
道
が
給
水
を
停
止
し

た
た
め
に
、
本
市
な
ど
６
市
町
で
断
水

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

平
常
時
は
安
定
し
た
給
水
を
行
い
、

水
道
事
業
の
負
担
軽
減
や
効
率
化
で
成

果
を
上
げ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
災
害

時
に
は
住
民
生
活
に
対
す
る
影
響
も
広

範
囲
に
及
び
、
今
後
に
大
き
な
課
題
を

残
し
た
。

　

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
を
受
け

て
、
安
全
、
安
心
の
水
を
市
民
に
安
定

し
て
提
供
す
る
た
め
の
対
応
策
を
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
県
は
、
濁
水
を
と
る
対
応
策
と

し
て
浄
水
場
で
汚
泥
を
凝
集
さ
せ
る
ポ

リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
水
酸
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
な
ど
の
凝
集
剤
の
薬
剤
注
入
機

能
の
増
強
と
薬
剤
貯
蔵
槽
の
増
設
を
進

め
、
浄
水
能
力
を
強
化
す
る
方
針
を
決

め
た
が
、
そ
の
薬
剤
の
増
強
に
よ
る
人

体
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
　
安
定
供
給
の
対
策
を
検
討
す
る

う
え
で
は
、
村
山
広
域
水
道
か
ら
の
今

後
の
受
水
量
、
深
井
戸
の
取
水
能
力
、

ポ
ン
プ
場
か
ら
の
送
水
能
力
、
ポ
ン
プ

の
能
力
及
び
電
気
計
装
設
備
等
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

設
を
更
新
ま
た
は
新
設
し
た
場
合
の
財

政
計
画
の
見
直
し
も
含
め
て
、
総
合
的

に
最
善
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
村
山
広
域
水
道
で
は
、
寒

河
江
川
の
水
質
が
よ
い
た
め
、
他
の
浄

水
場
と
比
較
し
て
少
な
い
薬
剤
投
入
量

で
浄
水
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
薬
剤
投

入
機
能
の
増
強
に
よ
り
、
他
の
浄
水
場

よ
り
格
段
多
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
薬
剤
は
濁
り
成
分
と
共
に
凝

集
沈
殿
し
、
水
に
溶
け
だ
す
量
は
ご
く

わ
ず
か
で
、
水
質
結
果
を
見
て
も
、
水

質
基
準
を
は

る
か
に
下
回

っ
て
お
り
、

人
体
に
与
え

る
影
響
は
な

い
も
の
と
聞

い
て
お
り
ま

す
。

　
７
月
の
豪
雨
災
害
で
人
身
に
及
ぶ
災

害
を
免
れ
た
こ
と
は
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応
が
な
さ

れ
た
結
果
と

言
え
る
が
、

断
水
地
域
へ

の
情
報
伝
達

で
は
必
ず
し

も
完
璧
と
は

言
い
難
い
と

こ
ろ
も
あ
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
が
。

①
広
報
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
た
エ
リ

ア
メ
ー
ル
は
ド
コ
モ
の
機
種
に
限
ら
れ

た
が
全
機
種
で
の
活
用
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
情
報
ツ
ー
ル
を
持
た
な
い
人
へ

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
、
即
刻
、
ａ

ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
契
約
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

②
断
水
区
域
へ
の
火
災
予
防
に
対
す
る

呼
び
か
け
は
徹
底
さ
れ
て
い
た
か
。

市
長
　
断
水
区
域
の
方
に
対
し
、
消
防

本
署
が
火
の
取
り
扱
い
の
注
意
を
喚
起

す
る
広
報
を
行
い
、
消
防
団
で
は
防
火

の
呼
び
か
け
や
災
害
の
巡
視
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
予
防
消
防
に
努
め
ま
し
た
。

③
防
災
行
政
無
線
の
整
備
事
業
費
が
補

正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
が
今
後
の
工
程

と
完
了
時
期
を
示
し
て
ほ
し
い
。

市
長
　
防
災
行
政
無
線
整
備
に
つ
い
て

は
、
１0
月
に
設
計
を
発
注
し
、
２６
年
１

月
か
ら
工
事
に
入
り
、
２６
年
１0
月
頃
の

完
成
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

前
回
質
問
へ
の
答
弁
を
基
に
そ
の
後

の
経
過
と
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
施
設
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て
。

市
長
　
学
童
ク
ラ
ブ
は
１0
施
設
あ
り
、

そ
の
内
７
施
設
に
つ
い
て
は
、
耐
震
対

策
は
す
で
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
対
応
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
委
託
料
算
定
の
基
礎
と
な
る
、
低
学

年
と
高
学
年
の
区
別
な
く
、
一
人
は
一

人
と
し
て
人
数
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
。

市
長
　
市
委
託
料
は
、
県
内
平
均
よ
り

高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
２７
年
度
か
ら
新
制
度
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
国
県
の
動
向
を
十
分

に
見
極
め
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
時
の
対
応
と
広
報
に
つ
い
て

学
童
保
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て

内
藤
　
　
明

　
　
　
議
員

災
害
時
等
に
お
け
る
村
山
広
域
水
道

の
給
水
停
止
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

新
宮
　
征
一

　
　
　
議
員

遠方からもかけつけてくれた給水車

多くの市民が利用した給水場
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一般質問
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①
水
道
断
水
対
策
に
つ
い
て

　

市
の
深
井
戸
（
８
本
）
の
１
日
当
た

り
の
能
力
が
、
設
置
時
の
２
０
６
２
０

㎥
か
ら
１
１
０
３
４
㎥
に
46
％
低
下
し

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　

ま
た
、
水
需
給
計
画
で
は
１
日
２
０

５
３
８
㎥
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
深
井
戸
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

こ
と
で
設
置
時
の
能
力
を
確
保
で
き
れ

ば
災
害
時
に
も
８
本
の
井
戸
で
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
深
井
戸
の
取
水
能
力
は
、
水
脈

の
目
詰
ま
り
等
に
よ
り
、
長
年
の
間
に

は
低
下
す
る
よ
う
で
す
。

　
災
害
時
に
確
保
す
べ
き
基
準
水
量
は
、

県
が
検
討
し
て
い
る
村
山
広
域
水
道
の

機
能
強
化
対
策
の
動
向
を
見
極
め
た
う

え
で
想
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
送
水
管
や
深

井
戸
の
更
新
、
あ
る
い
は
深
井
戸
の
増

設
な
ど
、
投
資
効
果
を
検
証
し
な
が
ら

調
査
を
行
い
、
対
策
を
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

②
清
流
寒
河
江
川
の
濁
り
に
つ
い
て

ア　

濁
り
が
長
期
化
し
て
い
る
原
因
と

　

ダ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
。

イ　

濁
り
の
長
期
化
に
よ
る
地
域
経
済

　

に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
。

ウ　

今
後
の
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
ア
　
ダ
ム
が
完
成
し
て
か
ら
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
洪
水
で
、

寒
河
江
川
へ

支
流
か
ら
濁

り
水
が
流
入

し
、
さ
ら
に

細
か
い
泥
の

粒
子
が
巻
き

上
げ
ら
れ
濁

り
が
取
れ
な

い
よ
う
で
す
。

イ
　
上
水
道
が
断
水
と
な
っ
た
ほ
か
、

ア
ユ
漁
や
サ
ケ
漁
等
へ
の
影
響
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

ウ
　
寒
河
江
川
を
管
理
す
る
関
係
機
関

と
対
策
を
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

他
に

　

床
下
浸
水
と
都
市
整
備
に
つ
い
て

　

農
業
被
害
復
旧
の
課
題
に
つ
い
て

　

市
で
設
置
す
る
合
併
浄
化
槽
整
備

　

の
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
住
宅
火
災
が
多
発
し
て
い
る
。

火
災
予
防
の
た
め
、
火
災
警
報
器
の
設

置
状
況
と
更
な
る
啓
発
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
、
平

成
２５
年
６
月
１
日
時
点
で
全
国
で
７９
・

８
％
、
山
形
県
は
8１
・
９
％
、
本
市
は

8１
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
啓
発
策
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
に
よ

る
訪
問
指
導
を
さ
ら
に
充
実
し
、
町
会

長
連
合
会
、
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
と
も
連
携
し
、
火
災
警
報
器
設
置
の

啓
発
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
７
月
～
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
、

全
国
各
地
で
観
測
史
上
最
大
の
と
て
つ

も
な
い
雨
量
を
記
録
し
て
い
る
。
国
内

は
も
と
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
海
外
で

は
ダ
ム
の
貯
水
量
が
限
界
を
超
え
、
水

が
溢
れ
出
し
１
０
０
万
人
超
の
被
害
者

を
出
す
よ
う
な
想
定
外
の
被
害
に
遭
っ

て
い
る
。

　

未
だ
に
泥
水
の
消
え
な
い
寒
河
江
ダ

ム
、
市
民
の
生
活
と
命
を
守
る
た
め
、

国
や
国
交
省
へ
も
し
万
が
一
の
た
め
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
よ
う

強
力
に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
最
上
川
ダ
ム
統
括
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
寒
河
江
ダ
ム
の

安
全
性
に
つ
い
て
十
分
に
確
保
さ
れ
て

お
り
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
決
壊
を
想

定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
実
施
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
安
全
安
心
な
本
市
の
防
災
対
策

を
講
じ
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ

り
、
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
に
引
き
続

き
要
望
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
に
も

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
方
策
が
な
い
か

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

豪
雨
災
害
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

に
つ
い
て

川
越
　
孝
男

　
　
　
議
員

杉
沼
　
孝
司

　
　
　
議
員

火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
と
更
な
る

啓
発
策
に
つ
い
て

想
定
外
の
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理

対
策
に
つ
い
て

未だ濁りのとれない寒河江川

建設経済常任委員会の災害現場視察
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一般質問
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子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
３
３
０
万

人
の
接
種
者
に
対
し
、
２
０
０
０
人
の

健
康
被
害
者
が
出
て
い
ま
す
。
１
６
５

０
人
に
１
人
の
割
合
で
す
。
厚
労
省
発

表
の
過
去
３
年
間
で
は
88
件
の
重
篤
症

例
が
あ
っ
た
。
６
月
14
日
に
は
同
省
が

「
定
期
接
種
は
す
る
も
の
の
、
積
極
的

な
勧
奨
を
差
し
控
え
る
」
と
決
定
し
た
。

本
市
内
の
年
度
別
接
種
者
数
と
健
康
被

害
者
数
及
び
６
月
14
日
厚
労
省
決
定
後

の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
　
平
成
２3
年
度
は
７
２
９
名
、
２4

年
度
は
１
５
０
名
が
接
種
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
、

中
学
１
年
生
の
女
子
全
員
に
勧
奨
を
し
、

５0
名
が
接
種
を
受
け
て
い
ま
す
。
健
康

被
害
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
報
告
等

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
通
知
を
受
け
て
、

積
極
的
な
勧
奨
の
一
時
差
し
控
え
の
個

別
通
知
を
す
る
と
と
も
に
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
等
で
広
く
市

民
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
春
４
月
に
小
６
と
中
３
対
象
に
実

施
し
た
第
６
回
全
国
学
力
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
た
。
今
回
は
都
道
府
県
別
の

成
績
順
位
が
は
っ
き
り
す
る
全
校
調
査

（
93
％
）
で
、
国
内
の
国
公
立
私
立
の
計

２
１
９
万
人
が
参
加
し
た
学
力
調
査
に

は
、
こ
れ
ま
で
３
５
０
億
円
の
予
算
を

消
費
し
て
き
ま
し
た
。
本
市
内
小
中
校

の
現
状
分
析
と
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ

た
学
力
充
実
向
上
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
長
　
本
市
の
結
果
は
、
全
体

的
に
高
く
、
特
に
中
３
で
は
、
全
教

科
・
分
野
で
全
国
及
び
県
平
均
を
上
回

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
課
題
と
考
え
ら

れ
る
部
分
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
教
員
研
修

の
充
実
や
、
学
習
補
助
員
等
の
配
置
、

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
含
め
た
「
さ

が
え
っ
こ
育

み
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」

の
推
進
等
を

と
お
し
て
、

一
層
、
学
力

向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま

す
。

荒
木
　
春
吉

　
　
　
議
員

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

全
国
学
力
調
査
に
つ
い
て

地方税財源の充実確保を求める意見書（抜粋）
１　地方交付税の増額による一般財源総額の確保について
（１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に的確に反映することにより、

一般財源総額を確保すること。
（２）特に地方の固有財源である地方交付税については、本来の役割である財源保障機能・財源調整機能が適切に発

揮されるよう増額すること。

新聞への軽減税率適用を求める意見書（抜粋）
　新聞販売店は、「国民の知的インフラとしての新聞を毎朝届けることで国力の維持に貢献している」という誇りを

もち、戸別宅配制度を維持することで、国民の政治的・社会的関心を喚起し続けることが使命と考えて日々の仕事に

取り組んでいます。

　政府は、景気回復に向けて積極的政策を展開中ですが、国民の所得が順調に増える保証はありません。来年４月に

予定されている消費税増税によって各家庭の経済的負担が増えれば、民主主義を支える社会基盤である新聞の購読を

中止する家庭が増えることを懸念します。

　今後も、国民がより少ない負担で、全国どこでも多様な新聞を容易に購読できる環境を維持していくことは、民主

主義と文化の健全な発展に不可欠です。

　多くの国では品目別の複数税率が導入されています。そして民主主義という観点での他の先進国では、以前より新

聞・書籍等に軽減税率を適用しています。

　政府には「複数税率の導入」、「新聞への軽減税率適用」の実現を強く要望します。

記

１　消費税増税にあたり複数税率を導入すること。

２　新聞へ軽減税率を適用すること。

以上、地方自治法第９９条の規定による意見書を提出します。

（送付先：内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣）

意　見　書

憲法と自家製玉葱
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（３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法定率の引上げにより対応す
ること。

（４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画における歳出特別枠を維持する
こと。

（５）地方公務員給与の引下げを前提として、平成２５年度の地方交付税が削減されたが、地方の固有財源である地方
交付税を国の政策誘導手段として用いることは、避けること。

２　地方税財源の充実確保等について
（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分を「５：５」とすること。

その際、地方消費税の充実など、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系を構築すること。
（２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な性格を踏まえ、政策的な税

額控除を導入しないこと。
（３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。特に、償却資産の根幹をなし

ている「機械及び装置」に対する課税等については、現行制度を堅持すること。
（４）法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。
（５）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村への財源配分の仕組みを含め現行制度を

堅持すること。
（６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な財源となっていることから、現行制度を堅持すること。
（７）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を新たに創設するな

ど、地方税財源を確保する仕組みを構築すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

（送付先：内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（経済財政政策））

　
平
成
２５
年
９
月
定
例
会
の
報

告
と
し
て
、
議
会
報
告
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

◎
１１
月
６
日
（
水
）
午
後
７
時

会
場
　
鹿
島
公
民
館

　
　
　
陵
南
町
公
民
館

◎
１１
月
７
日
（
木
）
午
後
７
時

会
場
　
泉
町
公
民
館

◎
１１
月
８
日
（
金
）
午
後
７
時

会
場
　
上
高
屋
公
民
館

◎
１１
月
９
日
（
土
）
午
後
７
時

会
場
　
上
河
原
公
民
館

◎
１１
月
１4
日
（
木
）
午
後
７
時

会
場
　
上
町
公
民
館

◎
１１
月
１8
日
（
月
）
午
後
７
時

会
場
　
中
央
地
区
公
民
館

◎
１１
月
２0
日
（
水
）
午
後
７
時

会
場
　
木
ノ
沢
生
活
改
善
セ
ン

　
　
　
タ
ー

◎
１１
月
２２
日
（
金
）
午
後
７
時

会
場
　
上
野
公
民
館

議
会
報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ

寒河江市議会ホームページのご案内
　議会ホームページでは、インターネットによる本会議及び予算・
決算特別委員会のライブ中継、録画中継の配信を行っております。
　また、本会議のほか、議会関係の会議予定や議会報告会の結果等、
いろんな情報がホームページから確認できます。
　是非ご利用ください。

インターネットの寒河江市議会ホームページ（http://www.city.sagae.
yamagata.jp/docs/2011102800014/）で右の画面につながります。

接続方法

（
７
月
21
日
～
10
月
20
日
）

　
７
月

２３
日
　
東
北
市
議
会
議
長
会
理
事
会

２４
日
　
議
員
懇
談
会

２９
日
　
建
設
経
済
常
任
委
員
会
協
議
会

３１
日
　
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
８
月

５
～
７
日

　
　
　
新
政
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
、
新
清
・
公
明
ク

　
　
　
ラ
ブ
行
政
視
察

８
日
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会
、
山
形
県
市
議
会

　
　
　
議
長
会
議
員
研
修
会
、
ス
ポ
ー
ツ
議
員
連

　
　
　
盟
役
員
会
、
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

９
日
　
建
設
経
済
常
任
委
員
会
管
内
調
査
、
厚
生

　
　
　
常
任
委
員
会
協
議
会

２０
日
　
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２１
日
　
建
設
経
済
常
任
委
員
会
協
議
会
、
議
員
懇

　
　
　
談
会
、
会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
改
革
検

　
　
　
討
委
員
会

２４
日
　
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

２６
日
　
西
村
山
地
方
開
発
重
要
事
業
要
望

２９
日
　
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
長
会
議
、

　
　
　
厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会

３０
日
　
議
員
懇
談
会
、
全
員
協
議
会

　
９
月

３
～
２０
日
　
９
月
定
例
会

５
日
　
会
派
代
表
者
会
議

１２
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
管
内
視
察

１９
日
　
議
会
運
営
委
員
会

２０
日
　
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２４
日
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

２７
日
　
会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
改
革
検
討
委
員

　
　
　
会
、
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促
進

　
　
　
寒
河
江
市
議
員
連
盟
役
員
会

　
１０
月

１
日
　
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促
進
寒
河

　
　
　
江
市
議
員
連
盟
視
察
研
修

２
～
４
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察

４
日
　
岡
山
県
玉
野
市
行
政
視
察
団
来
寒

８
日
　
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

９
日
　
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
、
和
歌
山
県
海

　
　
　
南
市
行
政
視
察
団
来
寒

９
～
１１
日
　
建
設
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察

議

会

日

誌
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今
年
の
気
象
は
、
例
年
に
な

い
異
常
続
き
で
す
。

　
春
の
開
花
期
に
お
け
る
低
温
、

夏
の
長
雨
と
日
照
り
続
き
、
そ

し
て
７
月
の
集
中
豪
雨
と
。

　
９
月
定
例
会
は
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
災
害
対
策
の
た
め
の
補

正
予
算
審
議
や
村
山
広
域
水
道

の
濁
水
に
よ
っ
て
生
じ
た
断
水

に
対
す
る
今
後
の
対
応
策
の
議

論
を
は
じ
め
、
２4
年
度
一
般
会

計
、
企
業
会
計
、
特
別
会
計
の

決
算
審
査
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
今
回
で

１
１
９
号
に
な
り
ま
す
が
「
親

し
み
易
く
、
読
み
易
い
よ
う

に
」
と
の
思
い
か
ら
、
紙
面
の

一
部
を
新
た
に
し
て
編
集
し
ま

し
た
。

　
ご
批
評
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
皆
様
に
、
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
を
お
届
け
す
る
の
は
、
秋

も
深
ま
る
霜
降
の
時
季
、
一
段

と
寒
さ
に
向
か
い
ま
す
。

　
風
邪
な
ど
お
召
に
な
り
ま
せ

ん
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

の
ほ
ど
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
内
藤
　
記
）

　
落
衣
区
は
、
落
衣
１
と
落
衣

南
で
構
成
す
る
戸
数
１
２
０
余

戸
か
ら
な
る
集
落
で
す
。

　
40
数
年
前
ま
で
は
１６
戸
か
ら

な
る
小
集
落
で
し
た
が
、
陵
南

中
学
校
建
設
に
伴
い
新
興
住
宅

が
建
ち
、
現
在
の
戸
数
に
な
り

ま
し
た
。

　
落
衣
区
と
し
て
の
主
な
行
事

は
、
内
の
袋
町
会
と
合
同
の

「
敬
老
会
と
秋
祭
り
」
で
、
敬

老
会
で
は
踊
り
倶
楽
部
の
大
黒

　
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催

が
決
定
し
た
。
新
た
な
協
議
会

場
の
建
設
や
、
選
手
の
育
成
等

国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力

が
私
達
に
元
気
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方
、
本
市

で
は
最
上
川
寒
河
江
緑
地
公
園

（
グ
リ
バ
ー
さ
が
え
）
が
今
年

か
ら
フ
ル
オ
ー
プ
ン
、
１２
月
に

は
屋
内
多
目
的
運
動
場
が
完
成

す
る
。
ふ
る
さ
と
公
園
内
の
既

存
施
設
（
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
・

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）
、
更
に
、
ふ

る
さ
と
公
園
か
ら
グ
リ
バ
ー
さ

が
え
ま
で
、
車
道
を
通
る
こ
と

な
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
め

る
コ
ー
ス
も
可
能
で
あ
る
。
真

に
県
内
に
誇
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ゾ

ー
ン
の
誕
生
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
環
境
は
整
っ
た
。

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

さ
あ
、
始
め
よ
う
、
一
人
一
ス

ポ
ー
ツ
の
実
践
を
！

舞
や
花
笠
踊
り
で
歓
迎
し
、
秋

祭
り
で
は
子
供
た
ち
か
ら
楽
し

ん
で
印
象
に
残
し
て
も
ら
え
る

行
事
と
し
て
綿
あ
め
、
た
こ
焼

き
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
ゲ
ー
ム

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
内
の
袋
町
会
と
は
消

防
団
や
子
供
会
、
敬
老
会
を
一

緒
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地

区
と
し
て
も
一
つ
に
な
っ
て
は

と
話
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
想
定
外
の
災
害
が
頻
繁
に
起

き
て
い
る
昨
今
、
近
所
同
士
、

互
助
の
気
持
ち
を
も
ち
暮
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

島鈴
木
　
朝
夫
さ
ん

落
衣
区
々
長

井
上
　
　
康
さ
ん

１２月定例会の日程（予定）
12月２日　本会議（議案上程、説明）

　　４日　本会議（一般質問）

　　６日　本会議（一般質問）

　　９日　本会議（質疑）、予算特別委員会、

　　　　　各委員会・分科会

　　10日　各委員会・分科会

　　13日　予算特別委員会、本会議（採決）

※いずれも９時30分から開会します。

※日程は変更になる場合があります。

　事務局（86‐2111）にお問合せください。

■１２月定例会の請願・陳情の締め切りは
　１１月２６日正午までです

■議会の傍聴においでください
　本会議を傍聴する際には、受付簿

に住所氏名を記入の上、議場にお入

りください。

　議会の会議は原則公開です。


